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営業現場の実態 

システムベンダー担当営業の生の声 
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富士通株式会社（委員長） 
日本電気株式会社（副委員長） 
日本アイ・ビー・エム株式会社 
株式会社日立製作所 
株式会社ソフトウェア・サービス 
キャノンメディカルシステムズ株式会社 
（旧社名：東芝メディカルシステムズ株式会社） 

現場最前線にいる営業マンが医療情報の標準化に
対する取組みを理解し、積極的に提案できるよう 
普及活動を行う。 

第一の目的として 

普及推進委員会の体制 
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これまでのあゆみ パンフレットの発行 

• これまで現場の営業担当者が医療情報の標準化に
対する取組みを理解し、積極的に提案できるよう標
準化関連用語のパンフレットを作成することで普及活
動を行い、一定の成果はあった。 
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営業の理解度 １．知らない  
２．単語レベル  
３．概要説明  
４．内容や目的も説明 

ご参考）第一回ベンダ担当営業ヒアリング結果 
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・第一弾普及推進パンフレット発行を受け、 
   第２回普及推進アンケート調査を実施。   
【パンフレットの理解度について】 

 
1.理解できない 
2.少し理解できた 
3.なんとなく理解できた 
4.理解できた 
5.かなり理解できた 

 

第1回普及推進アンケート調査に比べ、JAHIS標準、SS-MIX、
MEDISといった項目の理解度が高まっている。 

ご参考）第二回ベンダ担当営業ヒアリング結果 
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若手営業マン向け 
パンフレットの作成 

これまでのあゆみ ヒアリングの結果を受けて 

標準化に対する理解度を高める 
•各用語の解説ツールの整備 
 （目的、メリットをイラスト等で解り易く） 
•各種団体の相関図の整備 
 （活動の中心メンバー、イベント等も） 
•予算を考慮し、段階的に整備    
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これまでのあゆみ 第三版  
医療情報システムの標準化パンフレットVol３ 
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実施したアンケート内容から 
今年度の活動 統合パンフレット作成 

◇標準類について「少ししか理解できなかった」３６％ 
 意見としては、解説も一緒に記載したほうが理解しやすい 
 ⇒これまで解説してきた標準類を同時に参照できるようにする。 
 
◇オーバービューチャート方式について「把握しやすい」９１％ 
 ⇒表現の方式は継続 
 
◇２次元バーコードについて「使いにくい・わかりにくい」２０％ 
 ⇒２次元バーコードからの表現を工夫する。 
 
◆記載内容についても新しい標準類もでたことから再度、有識者に
監修いただき追記をはかることとする。 
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裏面 

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

用語解説 
①～⑥ 

用語解説 
⑦～⑫ 表紙 

オーバービューチャート 標準化 
の流れ 

◇一覧性を確保するために、三つ折りのパンフレットとする。 
表面 

今年度の活動 統合パンフレット① 
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◇二次元バーコードからの表示の仕方 
・有識者からの監修の際に「一度、今後変更することのない階層の浅いJAHISのサイトを経由
して、リンクするように作成しないと、いずれリンクが使えなくなる可能性がある。」とアドバイスをい
ただく。 
・毎年、新しく制定される標準類のメンテナンスを考えると、各団体のホームページへリンクした方
が最新の情報を取得することができる。 
⇒二次元バーコードでＪＡＨＩＳのサイトを経由し、各サイトへリンクするようにする。 
 

JAHIS 

各団体 各団体 

これまで 今回 

今年度の活動 統合パンフレット② 
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◇SS－MIX２、ICD-10に関する監修 
・パンフレットに関してこれまでSS-MIXで掲載されていたが、時代も進みSS-MIX2となったため、
再度説明文を有識者に監修をいただく。 
・監修については、大江先生（医療情報学会代表理事）と木村先生（HL7協会会長）に
依頼。 
・パンフレット監修の記載については、第一版、第二版については当時の役職にて記載する。 

今年度の活動 統合パンフレット③ 
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今年度の活動 パンフレット集約版 表 

枠で囲ったところが主な変更点となります。 

13 



 ⓒ JAHIS 2018 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

今年度の活動 パンフレット集約版 裏 

枠で囲ったところが主な変更点となります。 

14 



 ⓒ JAHIS 2018 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

アンケート内容 
～「現場」での標準化の理解度を確認～ 

今年度の活動 アンケート実施案 検討 

◇無所属・無記名で回収 
◇実施総数は前回と同様に有効回答数100が目標 
◇回答、集計の効率化から、エクセルデータをメールにて送付し、アン
ケートを記入してもらう。 

◇若手営業のスキルの確認として、可能な限り「医療情報システム営
業」の経験年数が少ない営業を中心にアンケートを実施する。 

◇前回のパンフレット発行時にアンケートで確認した標準類の理解度
も確認する。（12用語） 

◇前回と同様のアンケートを取るため、定点観測を実施する。 
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今年度の活動 アンケート結果の検討案 

◇定点観測として、昨年度の結果と比較し用語の浸透度をそれぞれ
調査する。 
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来年度からの活動計画 

標準化の普及推進における施策を検討する 
  ①アンケート結果の解析。 
  ②各標準規格の関連性・メリット等の明確化ツール類の作成 
   ⇒新たなる普及推進ツールの企画（Webサイトの検討） 
  ③理解度や関心度の低かった標準化分野をより理解し、 
    普及させる施策の検討 
  ④医療情報システム入門コース教材への反映。  
  ⑤標準化採用システムの導入による具体的な効果計測指標の

検討 
  ⑥標準類普及に向けたセミナ等の企画立案 
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健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます 
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ご清聴ありがとうございました 
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